
授業科目 担当者 実務経験 〇（看護師）

開講時期 2学年前期・後期 授業の方法 講義 単位数 1 時間数 15

授業概要

授業計画

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

地域・在宅看護の対象は地域で暮らすあらゆる発達段階、あらゆるライフステージの人である。
看護の対象を生活者とみなし、円滑なかかわり方を学ぶ。

専門課程シラバス

１・２ 　地域在宅看護の対象者
 
３・４　　地域による多様性

５・６　　ライフステージによる多様性

７・８　　健康レベルの多様性

９・１０　家族の理解

１１・１２　地域・在宅看護の対象者としての家族

１３・１４　地域に暮らす対象者の理解と看護

１５　対象者の理解からつながりりをつくる看護

終講試験

筆記試験 75％，演習への取り組み状況 10％, 提出課題 15％
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地域・在宅看護対象論 廣瀬　春美






